
パーキンソン病、パーキンソン病類縁疾患における診断及び治療バイオマーカーの同定

パーキンソン病及びパーキンソン病類縁疾患は難治性神経変性疾患である。多くは孤発であるが関連遺伝子や原因遺伝子が報告されており、発症に遺伝的素因と環境因子が重要である。本研
究では、病態に関連するバイオマーカーを同定し、患者iPS細胞や動物モデルなどを用いて、の細胞や組織の変化を確認し、関連遺伝子及びバイオマーカーがどのように病態に関わるのかを見
出す。最終的に治療の確立を目指すことを目的とする。
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孤発性や家族性のパーキンソン病患者さんに協力していただき、血液や髄液の検体からバイオマーカーを探索している。このマーカーがMRI画像と関連するかを検討し、病気に関連するマー
カーの同定を試みている。同定したマーカーは患者由来iPS細胞や動物モデルなどを用いて病態との関連を解明し治療法の探索を行う。
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